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CLI コマンドエラーのトラブルシューティング

CLI コマンドの実行時に発生する可能性があるエラーと、そのトラブルシューティング
方法を理解しておく必要があります。

CLI コマンドを実行すると、 403 Forbidden エラーが発生しま
す

UNIX 環境では、 CLI コマンドの実行時に 403 Forbidden エラーが発生することがあり
ます。

• * 問題 *

UNIX 環境では CLI コマンドを実行しようとしたにもかかわらず、次の例に示すように 403 Forbidden エ
ラーが発生しました。

403 Forbidden at

//scServer4.1.0/snapcreator>SnapCreator/Service/Engine.pm line 152

• * 原因 *

このエラーは、通常、 Snap Creator のユーザ名またはパスワードが正しくないために権限が拒否された
場合に発生します。

• * 是正措置 *

正しい Snap Creator のユーザ名とパスワードを使用していることを確認してください。

CLI コマンドを実行すると 404 Not Found エラーが表示されま
す

UNIX 環境では、 CLI コマンドを実行したときに 404 Not Found エラーが発生すること
があります。

• * 問題 *

UNIX 環境では CLI コマンドを実行しようとしたにもかかわらず、 404 Not Found エラーが発生します。
例：

404 Not Found at

//local/scServer4.1.0c/snapcreator>SnapCreator/Service/Engine.pm line

152

• * 原因 *
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このエラーは、通常、 Snap Creator 以外で選択したポートを使用している場合に発生します。

• * 是正措置 *

選択したポートで Snap Creator が実行されていること、およびこのポートを他に使用しているものがな
いことを確認してください。

CLI コマンドを実行すると、「 500 cannot locate object 」エ
ラーが表示されます

UNIX 環境で、 CLI コマンドの実行後に「 500 cannot locate object 」というエラーが表
示されることがあります。

• * 問題 *

UNIX 環境で CLI コマンドを実行しようとしたにもかかわらず、次の例に示すように 500 cannot locate

object エラーが表示される。

500 Can't locate object method "new" via package

"LWP::Protocol::https::Socket"

• * 原因 *

このエラーメッセージには次の 2 つの原因が考えられます。

◦ このエラーメッセージの最も可能性の高い原因は、 CLI SSL ライブラリがリンクされていないことで
す。

◦ エラーメッセージが SSL ライブラリがリンクされていないために表示された場合は、別の原因に
HTTPS Perl ライブラリがない可能性があります。

• * 是正措置 *

問題にリンクするライブラリファイルを解決するには、 simlinks を手動で作成する必要があります。オペ
レーティングシステム管理者に問い合わせて、 libssl.so および libcrypto.so ファイルが存在することを確
認します。SSL パッケージのインストールが必要になる場合があります。

ファイルが存在する場合は、ファイルを手動でリンクする必要があります。これを行うには、使用してい
るオペレーティングシステムに応じて、次のいずれかのコマンドセットを実行します。

◦ 32 ビットの場合：

cd /usr/lib

ln -s libssl.so.1.0.0 libssl.so.6

ln -s libcrypto.so.1.0.0 libcrypto.so.6

◦ 3264 の場合：
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cd /usr/lib64

ln -s libssl.so.1.0.0 libssl.so.6

ln -s libcrypto.so.1.0.0 libcrypto.so.6

• * 是正措置 *

欠落している HTTPS Perl ライブラリ問題を解決するには 'CPAN モードから LWP::Protocol::https ライブ
ラリをインストールします

次の手順を実行します。

a. Linux サーバの SSH セッションを開き、次のコマンドを実行します。 perl-mcpan-e shell

CPAN を初めて使用した場合は、次のプロンプトが表示されます。

Would you like me to configure as much as possible automatically? [yes]

+ Enter キーを押して、デフォルトを受け入れます。CPAN シェルが開きます。

a. 次のコマンドを実行します install LWP::Protocol: https

必要なパッケージがダウンロードされてインストールされます。追加のパッケージが必要な場合は、
[yes] を選択してインストールするように求められることがあります。

b. インストールが完了したら、 exit と入力して通常のシェルに戻ります。

CLI コマンドを実行すると 500 Connect Failed エラーが発生し
ます

UNIX 環境で CLI コマンドを実行するときに、 500 Connect Failed というエラーが発生
することがあります。

• * 問題 *

UNIX 環境では、 CLI コマンドを実行しようとしましたが、 500 Connect Failed というエラーが発生しま
す。例：

500 Connect failed: connect: Connection refused; Connection refused at

//scServer4.1.0/snapcreator>SnapCreator/Service/Engine.pm line 152

• * 原因 *

このエラーは、通常、 Snap Creator が選択されたポートでリスンしていない場合に発生します。

• * 是正措置 *
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選択したポートで Snap Creator が実行されていることを確認してください。
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